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輝かしき２０１０年の新春を迎

えられましたことを心からお慶び

申し上げます。 

本年は新生公明党の真価が問わ

れる参議院選が 7 月に、そしてそ

の前哨戦となる立川市議選が 6 月

に行われます。今こそ「大衆とと

もに」そして「ひとりの人を大切

に」との立党精神を掲げて戦う時

だと決意しております。皆様の温

かいご支援に支えられ、これまで

必死に活動してまいりました。私

個人としましても、1 期目の集大

成を迎えます。本年も更なるご指

導・ご鞭撻を心よりお願い申し上

げます。 

 

高口 靖彦 

2009年第４回定例会が12月２日から18

日まで開催されました。今議会には小・中

学校に地上デジタル放送対応テレビを購

入する議案が提出され、可決されました。

又、本年３月に完成予定の新庁舎の本体工

事について、地中障害物の撤去や材料費の

高騰などに伴う工事費変更の補正予算も

可決しました。また、環境建設委員会では、

新庁舎周辺地域を屋外スポーツ施設、学校

給食共同調理場、低層住宅、ファーマーズ

センター、そして闘争の歴史を伝える公園

などに利用する計画案が示されました。 

私は 12 月３日の本会議の一般質問で、 

①電子行政・電子社会について 

②市民の暮らしの向上について 

市長の考えと今後の取り組みをただし

ました。（詳細は次ページ） 

【2009 年 12 月市議会定例会報告】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆主張  教職員のＩＣＴ技術力向上に向けて、メディアコーディネーター制度の導入や

教育委員会の下に、ＩＣＴ活用教育推進室を設けるべき 
＜答弁＞ 学校の教員のサポート体制が不可欠と考える。今後、基本方針を作成する中で

検討していく（教育部長） 

 

◆主張  近年行財政改革の観点からも、官公庁でネット・オークションが積極的に活用

されている。本市においても積極的に活用を図るべき 
＜答弁＞ インターネット公売について、今後不動産・動産について、活用していきたい

（財務部長） 

 

◆主張  現在発行している市メールマガジンのいっそうの充実を図るべき 
＜答弁＞ 行政サービスを市民の方に理解して頂くため、今後もきめ細かく進めてまいり

たい（市長） 

 

◆主張  近年無償や廉価なオフィスソフトの性能が向上して、導入を行う自治体が増え

ている。本市においても導入を図るべき 
＜答弁＞ 今後研究を重ねて、可能な場合には、できるだけ早く導入していきたい 

（総合政策部長） 

◆主張  市営住宅の高架水槽が、水を多く使う時間帯で水量不足になる。一度水を屋上

にためるのではなく、直結方式に切り替えていくべき 
＜答弁＞ 生活に直結する事案であるので、調査・見積もり等を行い、早期の切り替えを

検討していく（市民生活部長） 
 
◆主張  市営住宅の玄関ドアのノブを、高齢者世帯の方など希望者にはレバーハンドル

に替えていくべき 
＜答弁＞ 高齢者向け住宅等を対象に居住者の意向を聞いて、取り替えを検討していく

（市民生活部長） 
 
◆主張  砂川公園内にある貴重な桑の保存を、市が責任を持って行っていくべき 
＜答弁＞ 桑の木の補充や、周りの樹木などを含めて調査・研究を行っていく 

（市長） 
 

★電子行政・電子社会について 

★市民の暮らしの向上について 



柏町団地入り口付近の道路標識整備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【要望した内容】 

★駐輪場の短時間無料化や距離別料金体系を設けること 

★保育園・学童保育所の待機児童をなくすこと 
★教育センターを早期設置すること 

★父親ハンドブックを対象者全員に配布すること 

★インフルエンザ予防接種の助成を拡大すること 

★認知症高齢者のためのグループホームを確保すること 

★地域包括支援センターの機能を充実させ、地域の介護 

 力を向上させること 

★非焼却施設も含め先進的な清掃工場を検討すること 
★多摩地域の文化芸術の中心地・立川に相応しい文化施 

設の誘致を図ること 

★ヘリコプターの騒音については市独自の調査をして改善すること 
★西武線の国立音大・踏切交差点の安全対策      ――など１２６項目 

市長に予算要望書を提出 

公明党立川市議団は 12 月、清水市長に平成 22 年度の市の予算編成に対する

要望書を提出しました。 

砂川公園内にあるビオトープ周辺の

木々がうっそうとした状態で、防災

上からも整備をしてほしいとの要望

を頂いていました。早期改善を公園

緑地課に申し入れたところ、先ごろ

せん定が行われました。 

砂川公園のビオトープの整備 

平成新道の柏町団地入り口の『とま

れ』の標識が古くなり、新しい標識

に整備してほしいとの要望を頂いて

いました。早急な改善を道路課に申

し入れ、先ごろ新しい『とまれ』標

識が整備されました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「高口やすひこ」まで何でもお気軽にご相談下さい！ 
  ◆市議会・総務委員会副委員長、議会運営委員会副委員長 

公明党は昨年１２月に次期参院選・東京選挙区に竹谷と

し子（新人）さんを公認しました。 
『略歴』 
１９６９年、北海道標津(しべつ)町生まれ。４０歳。公認会

計士。監査法人勤務を経て、９６年から経営コンサルタン

トとして活躍。日本政府を動かした発展途上国支援プロジ

ェクトに尽力。元大手コンサルティング会社執行役員。東

京・千代田区在住。夫と２人暮らし。 

１月２日、公明党立川市議団と高木陽介衆院議員

で、立川駅北口にて、恒例の新春街頭演説会を行いま

した。公明党は、福祉・教育・平和の分野で新しい施

策を打ち出しています。これからも皆様の生活を守り

抜いてまいります。 

市は、市役所新庁舎周辺の国有地の有効利用、まちづくりへの活用を目指して「新 
庁舎周辺地域土地利用計画」を策定し、このほど財務省に提出しました。計画では、

運動公園、新学校給食共同調理場、ファーマーズセンター、緑豊かな住環境の低層

住宅などが挙げられています。今後は、具体的な実施計画作りに着手していくこと

になります。 
 
 ※砂川支所は、来年５月の新庁舎の開設に合わせて廃止されます。砂川学習館は

存続します。廃止後のフロアは、子育て支援などに活用する方向です。 

市は、新型インフルエンザの感染規模の拡大に備え、市民の生命、財産等に関わる

行政サービスの業務など、優先的に実施する必要がある通常業務を選定し、必要な体

制を定める業務継続計画策定をしました。私は昨年９月議会において、この業務継続

計画を早期に策定するよう主張しておりました。 


